
マサバ太平洋系群
平成29年度資源評価結果、直近の資源情報

（漁獲量）及び平成30年の調査結果
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資料１－２－１

マサバ太平洋系群の生活史と
漁場形成模式図
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2016年 資源量：235万トン
親魚量：72万トン(Blimit=45万トン以上）

資源量と漁獲割合

親魚量 親魚量と加入量との関係

平成29年度資源評価結果

平成30年度の資源評価は、
11/30の会議により検討、承認
されます。
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２０１７年漁期 日本漁獲量（概数値） 331千トン

平成30年度資源評価途中経過報告
（漁獲量）
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最新の調査結果

秋季浮魚資源調査
2018年9－10月
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秋季浮魚資源調査の目的
• 北西太平洋における索餌～南下期のサバ類，
マイワシ，カタクチイワシの分布状況，生物特性
を把握し，資源評価や漁況予測の資料とする

• サバ，イワシ類太平洋系群の新規加入群の主
な部分は0歳時に移行域～親潮域を回遊する．
本調査結果は加入豊度の把握に有効
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調査方法

• 北鳳丸（664トン, 北海道実習船管理局）

• 常磐～道東沖から千島列島沖

の東は170E付近までの調査点を設定

• オッタートロールを4～5ノットで表中層を1～0.5
時間曳網（→0.5時間曳網当たり漁獲量に規準化）

• 計量魚探機エコー測定（38 kHz）

（→千島沖マイワシ現存量推定など）

表中層トロール

オッターボード

北鳳丸
網口約30 m・コッド目合17mm

7

マサバ推定0歳魚の漁獲分布

千島沖合では主にSST10～15℃に広く分布．近海では親潮の影響ある海域に広く分布
CPUEは高い（最大値・平均値とも過去最高）．出現率（漁獲のあった点の割合）は過去最高値
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マサバ0歳魚図内数値は漁獲尾数

8



マサバ推定0歳魚の漁獲分布

近海の出現率は100%で過去最高．千島沖の漁獲尾数は2013年よりも多く
マサバ2018年級群の加入量はかなり高いことが期待される．
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マサバ0歳魚漁獲分布

北鳳丸・中央水研

2018年9月16日～10月5日

マサバ0歳魚図内数値は漁獲尾数
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マサバ 加入豊度と秋季調査指標値

2018年はCPUE，出現率ともに過去最高値．

中層トロール調査（2001～2018）：出現率・CPUE

近年の傾向では，本格的に漁獲加入するのは2歳以降なので
加入量が多い2018年級群は，2020年秋以降に
漁獲されるようになると期待される．
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近年のマサバの小型化について
2008～2012年漁期漁獲物の平均
と2013年級群、1970年代の比較

2013年級群の4歳魚（2017年漁期）の
漁獲物平均体重は約330gと、
2008～2012年漁期平均の約半分。
2014年以降の年級群にも
小型化が見られている。

2013年の加入量（漁獲サイズまで生き残った0歳魚の尾数）は、
1970年代の資源高水準期に見られたような水準の高さ。
密度効果による成長の悪化は考えられるが、4歳魚で約330gは
1970年代にも見られなかったような低成長であり、密度効果だけ
では説明できない。

分布・回遊域の変化による餌、水温履歴などの変化がなかったか、
マイワシ増加による餌の競合が起きていないか、今後の研究の課題。
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資料１－２－２ 

マサバ太平洋系群の広域資源管理 

 

１ 資源の現状（平成 29 年度資源評価より） 

    本系群の資源量は、昭和 50 年代前半には 300 万トン以上であったが、同

後半には 200 万トン以下に、昭和 60 年代に 100 万トン以下となり、平成 13

年には 15 万トンに落ち込んだ。その後、平成 16 年の高い加入量によって資

源量は 70 万トンを超え、その後も比較的高い加入量と漁獲圧の低下によって

資源量は増加し、平成 25 年の極めて高い加入量によって、同年は 238 万トン

となった。その後、資源量は当時の水準を維持し、平成 28 年は 235 万トンと

推定された。 

平成 28 年の親魚量は 71.6 万トンであり、本系群の安定的な再生産を確保

するのに必要な水準（45 万トン）を上回っていることから、資源水準は中位、

最近５年間（平成 24 年～平成 28 年）の親魚量の推移から動向は増加とされ

ている。 
 
２ 関係漁業種類 

（１）大臣管理漁業 大中型まき網漁業 
（２）知事管理漁業等  

  県  名  対象漁業種類  

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 千葉県 

 

 

 

 火光利用サバ漁業（サバたもすくい） 

 敷網漁業（サバ棒受網） 

 中型まき網漁業 

 定置網漁業 

 神奈川県 

 

 

 （サバ釣り漁業）※1 
 （サバたもすくい漁業）※2 
 定置網漁業 

 静岡県 

 

 

 

 サバすくい漁業 

 棒受網漁業 

 中型まき網漁業 

 定置網漁業 
   ※1 同県内では自由漁業    ※2 他都県の許可漁業 

 

３ 資源管理の方向性 

近年の海洋環境が当該資源の増大に不適な状態にあると認められないこと

から、資源を維持若しくは増大することを基本方向として管理を行うものと

し、資源管理計画に基づく取組の推進を図る。 

 

４ 関係者による連携 

行政・研究担当者会議及び漁業者協議会を通じて、資源状況や漁獲状況の

把握、資源管理措置の確実な実施を図り、管理方策の改善を検討する。 



 

マサバ太平洋系群の広域資源管理の取組状況 

 

１ 大中型まき網漁業の取組状況 

 

（１）資源管理計画における自主的管理措置 

毎月５日以上の休漁を実施している。 

 

（２）その他に取り組む資源管理措置 

北部太平洋海区資源管理計画管理委員会が定めた「マサバ太平洋系

群管理方策」に基づき、マサバの漁獲量が一定量を超えた場合に臨時

休漁等を実施している。 

 

  （臨時休漁実績） 

年度 

 

休漁日数 

 

休漁統日数 

(a) 

操業統日数 

(b) 

削減率 

(a/(a+b)) 

2006漁期(7-6月) 

2007漁期(7-6月) 

2008漁期(7-6月) 

2009漁期(7-6月) 

2010漁期(7-6月) 

2011漁期(7-6月) 

2012漁期(7-6月) 

2013漁期(7-6月) 

2014漁期(7-6月) 

2015漁期(7-6月) 

2016漁期(7-6月) 

2017漁期(7-6月) 

24日 

31日 

33日 

31日 

26日 

25日 

10日 

22日 

32日 

58日 

71日 

69日 

   755 統日 

   883 統日 

   933 統日 

   970 統日 

   843 統日 

  743 統日 

  217 統日 

  583 統日 

  791 統日 

 1,425 統日 

 1,517 統日 

795 統日  

 1,898統日 

 2,289統日 

 1,964統日 

 1,611統日 

 1,291統日 

1,474統日 

 1,742統日 

 2,262統日 

 2,116統日 

 2,470統日 

 2,315統日 

 2,032統日 

28％ 

28％ 

32％ 

38％ 

40％ 

34％ 

11％ 

20％ 

27％ 

37％ 

40％ 

28％ 
 

 



 

２ 各県関係漁業（中型まき網漁業、サバたもすくい網漁業等）の自主的管

理措置とその取組状況 
 

 対象漁業種類 都県名  管理措置    内 容 等 

 

火光利用サバ漁業

（サバたもすくい）

及び敷網漁業（サバ

棒受網） 

 

千 葉 

 

 
 

 

休漁 

 

 
 

 

毎週金曜日 

 

  
 

 

サバ釣り漁業 

 

 
 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 
 

サバたもすくい 

 

神奈川 

 (みうら漁協) 

 
 

 

 

 

 
 

 (横浜市漁協) 
 

 

 

 

 
 

神奈川 

 

休漁日の設定 

 

 
 

操業時間規制 

 

 

 
 

休漁日の設定 
 

操業時間規制 

 

 

 
 

休漁日の設定 

 

6～8 月 毎週土 

9～5 月  毎週土及び毎月 

     第 2・第 4 火曜 
 

5～9 月 投錨 5 時 30 分、 

       操業終了 15 時 

10～4 月 投錨 6 時、 

          操業終了 15 時 
 

毎週火・土 
 

4～9 月 5 時から 16 時 

   （出港時から帰港時） 

10～3 月 5 時 30 分から 16

時 

   （出港時から帰港時） 
 

毎週金曜日 

 

サバすくい網漁業及

び棒受網漁業 

 

静  岡 
 

 

操業日数制限 
 

 

1 ヶ月間の操業日数 20 日間

以内 

中型まき網漁業 
静  岡 

（根拠地：伊豆東岸） 

 
 

（根拠地：駿河湾内） 
 

休漁 
 

連続した 14 日間の係船休

漁（6 月、11 月～翌年 5 月）

及び月 3 日の定期休漁 
 

月 4 日の定期休漁 
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